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はじめに 

高浜町社会教育委員の会は、現在、９名の委員から構成されており、様々な分野で

培ってきた経験を活かし、行政にどのような提言ができるか協議を重ねてまいりました。 

平成２９年度から、まず身近に存在する地域の課題について、洗い出し作業やワーク

ショップを行い、「子どもの定着」と「少子高齢化に起因すること」の２つの視点に着

目し、テーマの絞り込みを行いました。 

その結果、少子高齢化や人口減少、伝統文化の継承等の様々な地域課題を克服してい

くためには、「社会教育は人づくり」の原点に立ち返り、社会の絆やコミュニティづく

りが最も重要な要素であると考え、身近に実践できる「挨拶運動」について、提言をま

とめたところです。 

この提言書が、地域活動、地域コミュニティを見直すきっかけとなり、高浜町の社会

教育のさらなる充実と促進へつながることを期待します。 

 

 

 

提言の目的 

まず、挨拶運動を推進していく目的とその効果として、下記の３点をあげます。 

 

１ 人と人とのつながりの更なる醸成 

・誰もが気持ちのよい元気な挨拶を交わす環境をつくることで、人と人とのつながり

を深め、住みよい地域づくりにつなげます。 

・挨拶により、豊かな人間関係と思いやりのある心を醸成し、自分の住む地域に対 

する深い愛情を育みます。 

 

２ 防犯・防災上の強み 

・日常的に挨拶を交わすことで、人と人とのつながりが深められ、子ども達の登下校

時や、生活の安全を守る効果が期待できます。また、災害時の連携・協力体制の向

上にも貢献できます。 

 

３ 挨拶でのおもてなしの推進 

・高浜町は、白砂青松が続く美しい海岸線や希少植物の宝庫である青葉山など、観光

資源が豊富で、毎年、多くの方が来訪されます。また、平成３０年度には福井しあ

わせ元気国体、平成３１年度には高浜七年祭が開催され、町外からさらに多くの方

が訪れることが想定されます。このタイミングで町民全体に挨拶運動の輪を広げ、

気持ち良い挨拶でおもてなしを行うことにより、高浜町のイメージアップに寄与で

きます。 

 

 



 

提言の内容 

１ 公民館での挨拶運動の実施 

・平成２９年度に和田公民館が改築され、町内４地区の公民館が全て整備され、社

会教育活動を推進する体制が整ったものと考えます。公民館は地域交流・地域活

動の拠点ですので、まずは公民館事業において挨拶運動を実施することが必要と

考えます。 

 

２ 学校や家庭での挨拶運動の促進 

・町内の小中学校では、先生方やＰＴＡを中心に検討を重ね、様々な挨拶運動に取

り組まれております。今後も継続した取り組み、また、更なる活性化をお願いす

ると共に、児童達になぜ挨拶が必要かを教えていただき、友人・家庭にとどまら

ず、幅広く地域において自ら進んで挨拶ができるような意識づくりに取り組んで

いただきたいと考えます。 

 

３ 地域機関・地域団体への挨拶運動の促進 

・挨拶運動の取り組みの輪を町内全域に広げるためには、家庭・学校だけでなく地

域の関係機関が一体となった取り組みが必要です。そのために、区長会、保育所

および保護者会、老人会等の関係機関にも挨拶運動の取り組みをお願いし、町内

全域かつ多世代に向けて、取り組みの幅を広げる必要があると考えます。 

 

４ 挨拶運動の表彰 

・挨拶について改めて考える機会を醸成するため、挨拶運動に係る「標語」や「作

文」を広く募集する取り組みが有効であると考えます。また、優秀な作品に対し

表彰を行うことで、挨拶運動により多くの方を取り込むことができると考えます。 

 

５ 町内全体に挨拶運動を広げるための広報 

・広報誌等により、優秀な取り組み事例を紹介し広く周知することが必要と考えま

す。また、ポスターやのぼりなどの啓発グッズを作成することで、視覚的に挨拶

運動を広めることができ、町内で統一感のある取り組みに発展できると考えます。 

 

６ 挨拶運動の見直し 

・挨拶運動による取り組みは年１回程度「評価」「改善」をし、より魅力ある活動 

にする必要があります。提言の内容について、社会教育委員の会の中で定期的に

見直し、また発展させていきたいと考えます。 

 

以上の取り組みを軸とし、行政、教育機関、地区、関係機関がそれぞれの目線で挨拶運

動にどのように取り組むかを考え、実践していくことが重要です。 
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